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買 意 萱 助教 授 は,北 京 大 学 日本 研 究 セ ンタ ー に所 属 す る と同時 に ,秘 書 長
を 兼 務 して お られ る。1991年10月1日,CA925便で 来 日 され ,10月31日,
CA930便で 帰任 され るまで,明 治 大 学 に 客 員教 授 と して 在 籍 さ れ た 。
本 人 は,北 京 大 学 東 方 語 言 文学 部 日本 語 学科 を卒 業 され,そ の後 は 日中 友
好 協会 に 勤務 され た。 日本 に は そ の ため政 財 界,学 界 な ど多 くの 友 人 ,知 人
が お られ る。 日本 語 が堪 能 で,中 国 日本 学 会 常任 理 事 の要 職 にあ って ,中 国
の要 人が 来 日さ れ る とき通 訳 と して 同行 され る こ とが あ る。 ご令 嬢 の 高 栄 さ
ん は,現 在 明 治 大 学 経 営 学 部 に在 籍 して お られ る。
女 史 の代 表 作 は,「 日本 風 土 人 情 」(北 京 大 学 出版 社,1987)で あ る。 表
紙 は,友 人 の平 山郁 夫 画 伯 の絵 で 飾 られ,語 言 文 学 部 の テ キ ス トと して 使 用
され て い る。 日本 人,日 本 社 会,さ らに は 日本 の 伝 統,文 化 ,行 事,慣 習 な
ど,現 在 の 日本 人 には,そ の 由来 さ え熟 知 しな い 問 題 を,紹 介 して い る。
最 近 は,「 日本 と中 国 一 楽 しい 民 俗学 」(社 会 評論 社,1991)が共 著 で
出版 され 多 くの新 聞,雑 誌 に書 評 で 紹 介 され た。 こ の著 書 で も,女 史 の ア プ
ロ ーチが 参 加 観 察 法 ,ま た は 了解 法 に よ って,事 実 が 客観 的 に描 写 され,根
拠 を 中国 文 献 に よ って 例 証 され て い る。 そ の方法 は,そ れ な りに 論 理 的 妥 当
性 が 保 証 され て い る。
買 意 萱 女 史 は,今 回 の 明 治 大 学 の 招 請 に 際 し,「 国 民性 が 及 ぼす 経 済 発 展
の影 響」 を 中 心 に 講 演 され た。 こ こで 日本 人 の 国 民性 を 中心 に,中 国 人 との
比較,差 異,さ らに特 徴 を例 証 しな が ら,話 され た。 ま た急 速 に発 展 して い
った 日本の経済力に,多 くの外国人 研究者が関心 を示す よ うに,文化的要 因を,民 俗
学 の 立 場 か ら話 された。その視 点 は,極 めてユ ニーク といえ る。社 会 心 理 学 で は,
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国民 性 を 「達 成 動 機 」 とい っ た指 標 を使 用 して 説 明 して い る 。経 済 発 展 にっ
いて も,達 成 動 機 に よ り論 述 され る。 デ ビ ッ ド・C・ マ ク レ ラ ン ドは ,有 名
な著 書"TheAchievingSociety"(1961)の中 で,世 界 各 国 の 国 民性 の 研 究
成 果 を ま とめ,経 済 発 展 との 関係 でも って論 述 してい る。 ここでそ の達 成 動 機
の基 本が,勤 勉 さ,積 極 的 行 動,協 調 性,時 間 に対 す る几 帳 面 さ,な ど と関
係 して い る と,マ ク レ ラ ン ドは述 べ て い る。 そ して 発 展 途 上 国 に対 す る経 済
援 助 も,こ の動 機 の高 低 に よ って,援 助 計 画 を考 慮 す べ き だ,と 強 く訴 えて
いる。 ま た興 味 深 い点 は ,義 務 教 育 で 使 用 され る国 語教 科 書 の内 容 が,ど の
程度,自 主 的,能 動 的 な生 き方 を 奨 励 して い るか と関 係 して,高 い達 成動 機
を形 成,強 化 す る と実 証的 研 究 か ら説 明 して い る。
た とえば,人 間 を環 境 創 造 者 と考 え た場 合,「 敗 戦 」 とい う事 実 に も,達
成 動 機 の高 い国 と低 い国 とで は歴 然 と異 な って い ると説 明 する。 高 い 国 の 国
民は,積 極 的 な 経 済 活 動 と未 来 指 向型 の ライ フ ス タ イル が 特 徴 的 で あ る ,と
して い る。 こ う い った 諸 点 を 考 慮 す れ ば ,日 本 人 の 国 民 性 は,ま さに 達成 動
機 の高 い民 族 とい うこ とに な る。 観 点 は 異 な って も,日 本 の経 済 発 展 を 日本
人 へ の 「危 機 意 識 」 「集 団意 識 」 「競 争 意 識 」 か ら論 述 しよ う とす る 女 史 の
アプ ロー チ は 興 味深 い。
「危機 意 識 」 が,不 安 感 と相 関 して い る。 そ して 日本 人 の場 合 は ,特 に こ
の不 安 感 の 高 い こ とが 実 証 され て い る。 っ ま りス トレス フル な ライ フ ・イ ベ
ン ト(生 活 事 件)が ,大 都 市 を 問 わず 地 方 都 市 にお いて も,多 過 ぎ る とい わ
れ て い る 。 そ の た め 人 々は ,不 安 感 を 克 服,回 避 す るた め,何 らか の ア ク シ
ョンを とる こ とに な る。 こ の ア ク シ ョン も,個 人 レベ ル,集 団 レベ ル,組 織
レベ ルで 処 理 さ れ る と こ ろに,こ の 危機 意 識 の特 色 が あ る。 これ が ,社 会 発
展,経 済 成 長 に連 らな る とい う。 た とえ ば ,ト ヨタ 自動 車 の例 で あ るが 業 績
にお いて 優 良 な企 業 で あ りなが ら,経 営 陣 が絶 えず ライバ ル 企業 を高 く評 価
し,現 状 に満 足 しな い姿 勢 に驚 いて い る。 ま た 日本 の マ ス コ ミ界 も,公 表 さ
れ る表 現 や 内 容 が,絶 えず 危機 意 識 の醸 成 に協 力的 で あ る,と 述 べ て い る。
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「集 団意識」 につ いて は,日 本人の場 合,危 機意識 と関係 して,自 然発 生的
に幼児か ら形成 され る状況 にあ る。 そ して 協力援助 関係が重 視され る。 自己
中心の考 え方や生 き方は許 されず,同 一集 団の メンバ ーがす べて 同条件,同
状態 にあ るよ うに努力 され る。 事実,日 本の場合,集 団意識 を醸成 す るよ う
に,家 庭生活,学 校生活,職 場生活 には絶 えず,そ うい った状況 が調整 され
る。特 に企業 にお いて 「和」 を重視す る社是社訓が もっとも多い。 以上 のよ
うな行動様 式 を強制す るところが,日 本人の団結 と協力の原動力を生み,多
くの困難を克服 して,現 在 の 「経済大国」を実現 させた と評価 して いる。
「競争意識」 は,日 本 のあ らゆる場面で,激 しい 「競争」が展開 され る事
実 と関係 して いる。 た とえば昇級,昇 格,昇 学,昇 進,昇 給 と,こ の場合 も
競争がっ きまと うこと,そ のため常時準備をせねばならず,必 然的に日本人の
自己啓発 の強 さと関係 して いる。 たとえば 通勤,通 学途 中の車中で も勉強 す
る態度で ある。老若男女 を問 わず,中 国人か らみてその熱心 な態度 に関心 が
もたれ る。そ して絶 えず 目標 を設定 して高 い向上心 に よって実現 され る点 な
ど,高 く評価 して いる。 しか しここで は競争上,上 位 者 に関心が払われて,
落伍者,逸 脱者 に対 して 見逃 されて い る,と 批判的 であ る。
以上 の3意 識 を,単 に日本 人の特徴 として指摘す るだけで な く,日 本人の
国民性 として行動や生活様式 に反映 されて いるか らこそ,2度 にわ たる石 油
シ ョックやそ の他 の経済不況 に も克服できたのだ と強調 して いる。
買女史 の問題提起 は,わ れ われ に示唆的な論 題を提示 して いる。
われ われは,状 況が変化すれば,そ れを克服回避 しようとす る。 不安状況
で あれば,そ の状況 に対応す るため,行 動す ることにな る。 そ して安定 した
生活 を営 も うとす る。場 合 によ っては さらに好条 件の状 況 を創 り立そ うとす
る。 っ まり可能な限 り絶えず われ われ は,状 況にっ いての客観的 な分析 をす
るが,そ れ によって行動上 の意 識が発生す る。
危機 意識は,状 況 の不安が高 まる場合に,「 何 とか しなければな らない」
と強 く意識 され る。
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競争意識 は,人 々に とって何 らか のチ ャンスが訪 れた とき,「 よいチ ャン
スを把んで,よ りよい場 を獲得 しよ う。」 と意識 され る。
集団意識 は,他 の人 々の考 えや評 価,行 動 が気 にな るとき,「 他 の人は?」
「他 の人 と同 じよ うにすれば よい」 と意識 され る。 とい うことは,こ れ ら3
大意識は,社 会主義体制 の中国において は,個 人 レベルで意識 され ることは
少ないのか もしれ ない。 どちらか といえば,中 国で はすべて 国家,行 政 レベ
ルで処理 され,管 理 され るだ ろう。 中国 人の眼か らみた場合,日 本人の迅速
な対応 に,あ る種 の驚異 を感 じるのか も しれ ない。
しか し頁女史 の観点 は,日 本人の3大 意識 の特徴 にっ いて,絶 えず 中国 と
の関連 にお いて論 じて い る点 にある。っ ま り中国 古典 に求 めて解 釈 しようと
して いる点で ある。 根元 には,中 国 も日本 と同様,経 済発展 の可能性,自 信
を強調 したいのか もしれ ない。 また中国 人に も,3大 意識があるのはいうまで
もない。それが即経済発展に直結 しな い現段階 の実 情を訴 えたいよ うに も思 わ
れ る。時代 は,中国にも「社会主義 的」市場経済を 導入,推 進 しようとしている。
われわれ に課せ られ た作業 は,頁 女史 の講 演か ら,っ ぎの2点 が存在す る。
(1)それぞれ意識の概念規定 にっ いてで ある。っ ま り構成概念 として どう
把え るかであ る。 また意識 レベル による計画的 な経 済活動との関係で ある。
(2)3大意 識の組 合せ,っ まりシナ ジー効果(相 乗効果)に っ いてで ある。
もっとも国民の活力 と して評価 され る 「最適バ ランス」の状態 につ いてやは
り検討す る必要 があ る。
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